
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 穴吹医療大学校 
設置者名 学校法人穴吹学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数 

省令で定める

基準単位数 

配

置

困

難 

医療専門課程 

看護学科 
夜 ・

通信 
117単位 12単位  

歯科衛生学科 
夜 ・

通信 
89単位 9単位  

商業実務専門課

程 

2026 年度(1年次) 

医療ビジネス学科 

夜 ・

通信 

2026 年度(1年次) 

32単位 6単位  

2025 年度(2年次) 

医療事務・ドクター

秘書学科 

夜 ・

通信 

2026 年度(2年次) 

42単位 6単位  

教育・社会福祉専

門課程 
介護福祉学科 

夜 ・

通信 
91単位 6単位  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://web.anabuki-college.net/disclosure/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 穴吹医療大学校 
設置者名 学校法人穴吹学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://web.anabuki-college.net/guide/disclosure/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 元銀行頭取 

令和７年５

月～令和９

年６月 

企画・調整 

非常勤 新聞社代表取締役 

令和７年５

月～令和９

年６月 

企画・調整 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 穴吹医療大学校 
設置者名 学校法人穴吹学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

カリキュラム編成、授業科目の内容、方法の充実改善を目的とした「教育課程編成委

員会」を設置し、業界団体や企業等からの意見・要望を参考にして本校の教育課程の

編成について協議するための機関として位置づける。そして、学校は「教育課程編成

委員会」の意見・要望を十分に活かし、かつ教育理念及び学科目標に沿ったカリキュ

ラムの改善を検討し、教務部が主体となり新たなカリキュラム案を編成して、それを

校長が決定する。カリキュラム決定後、教務部が主体となり科目担当者を選出する。

その後科目担当者がシラバス案を作成し、それを校長が決定する。作成したシラバス

は毎年度３月にホームページにて公表する。 

 

※シラバスの主な記載項目 

(1)科目名 

その授業の科目名を記載します 

(2)学科／学年 

授業を行う学科名および学年を記載します 

(3)年度／時期 

授業を行う年度および時期（前期・後期）を記載します 

単位制の場合は標準履修年次を記載します 

(4)授業形態 

講義もしくは演習、実習等授業形態について記載します 

(5)授業の回数 

授業を行う回数（コマ数）を記載します 

(6)単位数（時間数） 

学則に記載している時間数を単位換算したものを記載します 

講義及び演習は15時間から30時間の授業をもって１単位とする 

看護学科の臨地実習は30時間から45時間をもって1単位とする 

歯科衛生学科の臨地実習は45時間をもって１単位とする 

医療ビジネス学科の実習及び実技は30時間をもって１単位とする 

介護福祉学科の臨地実習は45時間をもって１単位とする 

(7)必須・選択 

必須授業もしくは選択授業について記載します 

(8)授業担当者 

授業を担当する教員名を記載します 

また、実務経験がある教員の場合はその旨を記載します 

(9)授業の目的・ねらい 



  

授業の趣旨を記載します 

授業を行うのは教員なので、教員を主語として具体的に記入します 

また、実務経験がある教員が授業を行う場合は、実務経験をどのように活

かして授業を行うかを記載します 

(10)授業終了時の達成課題（行動目標） 

授業終了時点において学生が修得している必要がある学修成果について記

載します 

目標を達成するのは学生なので、学生を主体として記載します 

(11)授業の内容 

授業の各回におけるテーマおよび内容について具体的に記入します 

※学生の理解度・実態に応じてやむを得ず変更する可能性もあります 

(12)準備学習 

授業に臨む前に行っておくべき内容を記載します 

(13)使用テキスト 

使用するテキストや参考書等を記載します 

(14)単位の認定方法及び基準（試験等の評価方法） 

評価方法について記載します 

また、評価基準についてそれぞれの項目の評価割合を記載します 

授業計画書の公表方法 
https://web.anabuki-

college.net/guide/disclosure/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

【学生便覧より抜粋】 

（総合評価の評定基準） 

各授業科目の総合評価は、シラバスに記載された基準に従い、定期試験の成績

と学習状況並びに出欠状況、さらに課題学習等を勘案し、Ａ～Ｄの4 段階にて

評定する。評定Ａ,Ｂ,Ｃは合格で、Ｄは不合格である。 

２前項の4段階の評定基準は、次のとおりとする。 

Ａ：科目に対する理解及び日常の学習状況等が著しく優秀な者（80点以上） 

Ｂ：科目に対する理解及び日常の学習状況等が良好な者（70点以上79点以下） 

Ｃ：科目に対する理解及び日常の学習状況等がやや劣る者（60点以上69点以下） 

Ｄ：科目に対する理解及び日常の学習状況等が著しく劣る者（59点以下） 

３各授業科目の総合評価に当たっては、当該授業科目担当教員等の意見を勘案

し、合否を判定する。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 



  

（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

【学生便覧より抜粋】 

(成績評価に係る指標の算定方法) 

学科ごとに成績分布状況を把握するため、半期終了時点で履修した全ての科目

についてシラバスに記載されている評価基準に基づき点数化（100 点満点）し、

合計した上でその平均点を算出する。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://web.anabuki-

college.net/guide/disclosure/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

【学生便覧より抜粋】 

（看護学科） 

生命の尊厳と生活者としての個人の人格尊重を基本とした倫理観を身につけ、看

護の専門知識と技術を備え科学的根拠に基づいた看護実践力を有する感性豊かな

看護職として、校訓「日々是前進」の精神で地域社会の保健医療福祉の発展に貢

献し続ける人材の卒業を認定する。 

（歯科衛生学科） 

歯科の幅広い知識と確かな技術を培い、歯周治療における高い予防処置技術を身

につけ、命の大切さとホスピタリティーの心をもった将来のチーム医療を担う人

材の卒業を認定する。 

（医療事務・ドクター秘書学科） 

医療と福祉の全ての施設並びに一般企業で働けるように「医科」「歯科」「調剤」

「介護」「ドクター秘書」の５つの分野の知識に加え、ビジネススキルを習得し、

相手のことを考えて行動できる対応力や接遇力を身につける。入職後も校訓「日々

是前進」の精神で変化する社会に対応して自ら学び続ける人材の卒業を認定する。 

（介護福祉学科） 
介護を必要とする人に寄り添う暖かい心を持ち、感謝の気持ちや笑顔、豊かな対

話を通して周囲と協力する態度を身につけるとともに、根拠に基づいた実践的な

技能を習得し、安全で安心な介護を提供できる人材の卒業を認定する。 
 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://web.anabuki-

college.net/guide/disclosure/ 
 



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 穴吹医療大学校 
設置者名 学校法人穴吹学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
https://web.anabuki-

college.net/download/guide/anabuki_kessan-

kansa.pdf 

収支計算書又は損益計算書 
https://web.anabuki-

college.net/download/guide/anabuki_kessan-

kansa.pdf 

財産目録 https://web.anabuki-

college.net/download/guide/anabuki_zaisan-1.pdf 

事業報告書 
https://web.anabuki-

college.net/download/guide/anabuki_jigyohoukoku-

1.pdf 

監事による監査報告（書） 
https://web.anabuki-

college.net/download/guide/anabuki_kessan-

kansa.pdf 
 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 看護学科 ― 〇 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

4年 

 

昼間 

125／単位  

60/単

位  
 

41/単

位  
 

24/単

位  
 

0/単位  
 

0/単位  
 

 

学生総定員数 学生実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

240人 86人 1人 11人 62人 63人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

【様式第２号の３より再掲】  

カリキュラム編成、授業科目の内容、方法の充実改善を目的とした「教育課程編成委員会」

を設置し、業界団体や企業等からの意見・要望を参考にして本校の教育課程の編成につい

て協議するための機関として位置づける。そして、学校は「教育課程編成委員会」の意見・

要望を十分に活かし、かつ教育理念及び学科目標に沿ったカリキュラムの改善を検討し、

教務部が主体となり新たなカリキュラム案を編成して、それを校長が決定する。カリキュ

ラム決定後、教務部が主体となり科目担当者を選出する。その後科目担当者がシラバス案

を作成し、それを校長が決定する。作成したシラバスは毎年度３月にホームページにて公

表する。  

 



  

成績評価の基準・方法 

（概要） 
【様式第２号の３より再掲】  

(成績評価に係る指標の算定方法)  

学科ごとに成績分布状況を把握するため、半期終了時点で履修した全ての科目 について

シラバスに記載されている評価基準に基づき点数化（100 点満点）し、合計した上でその

平均点を算出する。  

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

（卒業）  

原則として修業年限内に履修すべき全科目の単位を認定されている者に対し、校長は卒業

を認定する  

２ 当該学年における欠席時間数が、出席すべき時間数の５分の１以上欠席した者は卒業

できない  

３ 相当の事由がある場合で、卒業判定会議において認められたとき卒業する  

 

（進級） 

原則として当該学年において履修すべき全授業科目（実習を含む）に合格している者に対

し、校長は進級を認定する。 

２ 当該学年における欠席時間数が、出席すべき時間数の５分の１以上欠席した者は進

級できない。 

３ 相当の事由がある場合で、進級判定会議において認められたとき進級とする。 

 

学修支援等 

（概要） 

■個別相談・指導等の対応  

担任による定期的なガイダンスや状況により他の教員による臨時ガイダンスを学生相談

室や進路指導室等を利用して実施。必要に応じて保護者への連絡・相談・連携を図ってい

る。学習についても小集団・個別に補講や個人支援を実施  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 34人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

34人 

（ 0 ％） 

0人 

（ 0 ％） 

（主な就職、業界等） 
病院等医療機関  

 

（就職指導内容） 
教務と就職キャリアセンターが連携し、学生との個別ガイダンス、面接指導、就職相談を行

う。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 
看護師国家試験合格率 88％    BLSヘルスケアプロバイダー合格率 100 ％  

准看護師試験合格率 100％ 

（備考）（任意記載事項） 

 



  

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

96  人 4人  4％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更・学業不振 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

定期的なガイダンスと問題発見の見取りの強化、必要に応じて学生および保護者との

ガイダンス、保護者との協働 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 
医療専門課

程 
歯科衛生学科 〇 － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な

総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 

昼間 

93単位 

 

38 単位 35 単位 20 単位 0 単位 0 単位 

 

学生総定員数 学生実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120人 42人 0人 4人 29人 34人 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

カリキュラム編成、授業科目の内容、方法の充実改善を目的とした「教育課程編成委

員会」を設置し、業界団体や企業等からの意見・要望を参考にして本校の教育課程の

編成について協議するための機関として位置づける。そして、学校は「教育課程編成

委員会」の意見・要望を十分に活かし、かつ教育理念及び学科目標に沿ったカリキュ

ラムの改善を検討し、教務部が主体となり新たなカリキュラム案を編成して、それを

校長が決定する。カリキュラム決定後、教務部が主体となり科目担当者を選出する。

その後科目担当者がシラバス案を作成し、それを校長が決定する。作成したシラバス

は毎年度３月にホームページにて公表する。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

(成績評価に係る指標の算定方法) 

学科ごとに成績分布状況を把握するため、半期終了時点で履修した全ての科目 につ

いてシラバスに記載されている評価基準に基づき点数化（100 点満点）し、合計した

上でその平均点を算出する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

（卒業） 

原則として修業年限内に履修すべき全科目の単位を認定されている者に対し、校長は

卒業を認定する 

２ 当該学年における欠席時間数が、出席すべき時間数の５分の１以上欠席した者は

卒業できない 

３ 相当の事由がある場合で、卒業判定会議において認められたとき卒業する 



  

学修支援等 

（概要） 
■個別相談・指導等の対応  

担任による定期的なガイダンスや状況により他の教員による臨時ガイダンスを学生相談

室や進路指導室等を利用して実施。必要に応じて保護者への連絡・相談・連携を図ってい

る。学習についても小集団・個別に補講や個人支援を実施  

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 19人 

（100％） 

0人 

（ ０％） 

19人 

（ ０％） 

0人 

（ ０％） 

（主な就職、業界等） 

総合病院・歯科診療所 

（就職指導内容） 

個人ガイダンス・就職セミナー実施・履歴書添削・面談練習 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

歯科衛生士 合格率 100％ 

（備考）（任意記載事項） 

 
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

46人  0人 0％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更・体調不良 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

個別ガイダンス、学習サポート、適宜カウンセラーにも相談しながら支援を行う。  

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門

士 

商業実務 
商業実務専門

課程 

(1 年次) 

医療ビジネス学科 
(2 年次) 

医療事務・ドクター秘書学科 

○ - 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総授

業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼間 

(医療事務ビジネス学科)  

１年生 

単位 

31 単位 38 単位 

 

3 単位 0 単位 

0 単

位 

72単位 



  

(医療事務・ドクター秘書学科)

２年生 

83単位 

54 単位 26 単位 3 単位 0 単位 

0 単

位 

83単位 

生徒総定員

数 
生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 

総教員

数 

60 人 18 人 0 人 １人 15 人 16 人 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
【様式第２号の３より再掲】  

カリキュラム編成、授業科目の内容、方法の充実改善を目的とした「教育課程編成委員

会」を設置し、業界団体や企業等からの意見・要望を参考にして本校の教育課程の編成に

ついて協議するための機関として位置づける。そして、学校は「教育課程編成委員会」の

意見・要望を十分に活かし、かつ教育理念及び学科目標に沿ったカリキュラムの改善を検

討し、教務部が主体となり新たなカリキュラム案を編成して、それを校長が決定する。カ

リキュラム決定後、教務部が主体となり科目担当者を選出する。その後科目担当者がシラ

バス案を作成し、それを校長が決定する。作成したシラバスは毎年度３月にホームページ

にて公表する。  

成績評価の基準・方法 

（概要） 

【様式第２号の３より再掲】  

(成績評価に係る指標の算定方法)  

学科ごとに成績分布状況を把握するため、半期終了時点で履修した全ての科目 について

シラバスに記載されている評価基準に基づき点数化（100 点満点）し、合計した上でそ

の平均点を算出する。  

卒業・進級の認定基準 

【様式第２号の３より再掲】  

（概要） 
原則として修業年限内に履修すべき全科目の単位を認定されている者に対し、校長は卒

業を認定する  

２ 当該学年における欠席時間数が、出席すべき時間数の５分の１以上欠席した者は卒業

できない  

３ 相当の事由がある場合で、卒業判定会議において認められたとき卒業する  

学修支援等 

（概要） 
■個別相談・指導等の対応  

担任による定期的なガイダンスや状況により他の教員による臨時ガイダンスを学生相談

室や進路指導室等を利用して実施。必要に応じて保護者への連絡・相談・連携を図ってい

る。学習についても小集団・個別に補講や個人支援を実施  

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ５人 

（100％） 

人 

（  ％） 

５人 

（ 100％） 

人 

（  ％） 

（主な就職、業界等） 

病院、調剤薬局、一般企業 



  

（就職指導内容） 

個別ガイダンス、面接指導 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

医科メディカルクラーク 100％ ドクターズクラーク 100％ 

（備考）（任意記載事項） 

 
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  15人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

教育・社会福

祉 

教育・社会福

祉専門課程 
介護福祉学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

昼間 

91単位 

 
63 単位 18 単位 10 単位   

 

学生総定員数 学生実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

140人 79人 67人 5人 9人 14人 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

カリキュラム編成、授業科目の内容、方法の充実改善を目的とした「教育課程編成委員

会」を設置し、業界団体や企業等からの意見・要望を参考にして本校の教育課程の編成に

ついて協議するための機関として位置づける。そして、学校は「教育課程編成委員会」の

意見・要望を十分に活かし、かつ教育理念及び学科目標に沿ったカリキュラムの改善を検

討し、教務部が主体となり新たなカリキュラム案を編成して、それを校長が決定する。カ

リキュラム決定後、教務部が主体となり科目担当者を選出する。その後科目担当者がシラ

バス案を作成し、それを校長が決定する。作成したシラバスは毎年度３月にホームページ

にて公表する。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
(成績評価に係る指標の算定方法)  

学科ごとに成績分布状況を把握するため、半期終了時点で履修した全ての科目 について

シラバスに記載されている評価基準に基づき点数化（100 点満点）し、合計した上でそ

の平均点を算出する。 



  

卒業・進級の認定基準 

（概要） 
原則として修業年限内に履修すべき全科目の単位を認定されている者に対し、校長は卒

業を認定する  

２ 当該学年における欠席時間数が、出席すべき時間数の５分の１以上欠席した者は卒業

できない  

３ 相当の事由がある場合で、卒業判定会議において認められたとき卒業する 

学修支援等 

（概要） 

■個別相談・指導等の対応  

担任による定期的なガイダンスや状況により他の教員による臨時ガイダンスを学生相談

室や進路指導室等を利用して実施。必要に応じて保護者への連絡・相談・連携を図ってい

る。学習についても小集団・個別に補講や個人支援を実施。 

加えて、留学生に対して、留学生サポートセンターや国際部等他部門の職員との連携をも

ち社会的規範はもとより日本語能力の向上、就職支援、在留資格更新、日常生活や相談を

含む支援を個々の状況に応じて実施。 

  
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 43人 

（100％） 

0人 

（  ％） 

43人 

（  ％） 

0人 

（  ％） 

（主な就職、業界等） 

介護施設、特別養護老人ホーム、サービス付き高齢者向け住宅など 

（就職指導内容） 

就職研修、個別ガイダンス、面接指導、筆記試験対策 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

介護福祉士国家試験合格率 59.5％ 

（備考）（任意記載事項） 

 
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  45人 2人  4.4％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

入学後における動機づけと教員面談などを行い、心理面、健康面、学習面などの支援

を行い課題解決支援・通学意欲の継続を学校全体で取り組む 

 

  



  

②学校単位の情報 

ａ）「学生納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

看護学科   160,000円 1,030,000円 355,900円  

歯科衛生学科   160,000円 850,000円 272,000円  
医療ビジネス

学科 160,000円 900,000円 171,000円  

介護福祉学科 160,000円 1,050,000円 175,000円  

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己点検評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://web.anabuki-college.net/guide/disclosure/ 

第三者評価の基本方針（実施方法・体制） 

（評価項目） 

香川県版一般社団法人香川県専修学校各種学校連合会作成による 11の評価項目（教育

理念・目標、学校運営、教育活動、学習成果、学生支援、教育環境、学生の受け入れ募

集、財務、法令の遵守、社会貢献・地域貢献、国際交流）にて自己評価を実施。 

（実施体制） 

①実践的な職業教育の質を確保するため、教育活動の観察や意見交換等を通じて、本

校の自己評価の結果を、関係者ならではの視点で具体的かつ実践的な視点で評価を受

ける 

②自己点検評価の適正化、妥当性を客観的に評価する 

③評価結果をふまえて、職業に必要な実践的かつ専門的な能力がより修得できる改善

計画を立案し、PDCAサイクルを回し続ける 

（委員の委嘱等） 

委員会を構成する委員は、５名以上とし、本校の職員以外の者で次に掲げる者のうち

から、校長が委嘱する。 

（１）保護者    

（２）本校の卒業生 

（３）地域住民 

（４）企業関係者 

（５）高等学校関係者 

（６）その他教育に関する有識者 

第三者評価の委員 

所属 任期 種別 

香川県保険医協会 令和７年９月 1日～ 

令和８年８月 31日 

業界団体委員 

独立行政法人 国立病院機構 四国

こどもとおとなの医療センター  

令和７年９月 1日～ 

令和８年８月 31日 

企業等委員 



  

株式会社アインファーマシーズ 人

事本部 担当部長   

令和７年９月 1日～ 

令和８年８月 31日 

企業等委員 

医療法人雙和会 クワヤ病院事務部

    

令和７年９月 1日～ 

令和８年８月 31日 

企業等委員 

公益社団法人 香川県看護協会 

  

令和７年９月 1日～ 

令和８年８月 31日 

業界団体委員 

香川県立中央病院 看護部 

   

令和７年９月 1日～ 

令和８年８月 31日 

企業等委員 

社会医療法人財団 大樹会 総合病院 

回生病院 看護部 

令和７年９月 1日～ 

令和８年８月 31日 

企業等委員 

医療法人 雙和会 クワヤ病院看護

部    

令和７年９月 1日～ 

令和８年８月 31日 

企業等委員 

元香川県立高等学校  

  

令和７年９月 1日～ 

令和８年８月 31日 

元高校関係委員 

香川県立高松北高等学校  

  

令和７年９月 1日～ 

令和８年８月 31日 

高等学校校長 

香川県立三本松高等学校 令和７年９月 1日～ 

令和８年８月 31日 

高等学校校長 

藤井学園寒川高等学校 令和７年９月 1日～ 

令和８年８月 31日 

高等学校校長 

学校法人穴吹学園保護者会 穴吹医

療大学校支部会    

令和７年９月 1日～ 

令和８年８月 31日 

保護者代表 

学校法人穴吹学園同窓会  

  

令和７年９月 1日～ 

令和８年８月 31日 

卒業生代表 

第三者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://web.anabuki-college.net/guide/disclosure/ 

 

（備考） 

第三者評価は実施していないため、学校関係者評価の情報を記載している。 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://web.anabuki-college.net/department/medical/ 

 


